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発刊にあたり

　 国内外でシャープブランドの再構築とシェア拡大に取り組むシャープ!!

その全貌を生産・販売体制、購買戦略、海外進出、協力企業の動向などから完全解明!!

　独自の特長デバイスを開発・展開する垂直統合型ビジネスで個々の製品価値を重視したスタンド
アローン型製品を創出してきたシャープは、省エネ／創エネ製品を中心とした製品展開を加速する
なか、世界経済の枠組みや消費者の価値観変化をビジネスチャンスと捉え、消費地で基幹部品の生
産から完成品の最終組立まで行う"地産地消型ビジネス"へと経営方針を大きく転換、事業構造の
変革を図り、経営資源を最適分配することで収益向上を目指すとしています。
　本調査資料は、、地産地消型ビジネスモデルを推進し、海外でも垂直統合型ビジネスの構築を目
指すシャープの事業概要、国内／海外生産・販売、研究開発、購買戦略、設備投資計画、グループ
各社の資本人事・交流、同社の事業領域を分野別に分けて、その組織体制、担当分野、生産体制、
事業戦略を明らかにし、グループ企業をはじめとする協力部品メーカーの会社概要、取引状況など
を調査しています。貴社にて是非ご利用下さい。

《 内 容 見 本 》「シャープグループの実態2011 年版」より

企業名
※グループ企業は太字表記

国内工場 関連企業 海外 納入部品・部材他 納入比率

㈱エクセル電子 - - ○ (海外)PT.EX Batam IndonesiaからS&O Electronics(Malaysia)-ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｱｸﾁｭｴｰﾀｰ 僅少

ＳＭＫ㈱

矢板
八尾
東広島
大和郡山
福山
天理
亀山

ｼｬｰﾌﾟ新潟
      電子工業 ○

(国内)矢板-FPCｺﾈｸﾀ､電源ｺﾈｸﾀ､ｽｲｯﾁ､小型ｼﾞｬｯｸ､
ﾋﾟﾝｼﾞｬｯｸ､ﾘﾓｺﾝなど､八尾-ﾘﾓｺﾝ､小型ｼﾞｬｯｸなど､東
広島-携帯電話用ｺﾈｸﾀ､小型ｼﾞｬｯｸ､同軸ｺﾈｸﾀ､ｲﾔﾎﾝﾏ
ｲｸ､ﾎﾞｰﾄﾞﾄｩ･ﾎﾞｰﾄﾞｺﾈｸﾀ など､大和郡山-ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ､ｽ
ｲｯﾁ､小型ｼﾞｬｯｸ､ﾋﾟﾝｼﾞｬｯｸ､ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ､ﾘﾓｺﾝなど､福山
-ｽｲｯﾁ､天理-ｺﾈｸﾀ､亀山-小型ｼﾞｬｯｸ､FPCｺﾈｸﾀ､ﾘﾓｺﾝ
など
(関連)ｼｬｰﾌﾟ新潟電子工業-FPCｺﾈｸﾀ､ﾋﾟﾝｼﾞｬｯｸ､小
型ｼﾞｬｯｸ
(海外)同社海外拠点から夏普電子-ﾋﾟﾝｼﾞｬｯｸ､ﾘﾓｺ
ﾝ ､ ｺ ﾈ ｸ ﾀなど､ Sharp Manufacturing Corp.(M) ､
Sharp Electronics(M)-CRT ｿｹｯﾄ､電源ｺﾈｸ ﾀ､ﾋﾟ ﾝ
ｼ ﾞｬｯ ｸ､ ﾘﾓ ｺﾝ ､小型ｼﾞ ｬｯｸ ､FPCｺ ﾈｸﾀなど､Sharp
Appliances(Thailand)-ｺﾈｸﾀなど､上海夏普電器､
無錫夏普電子元器件など-ﾘﾓｺﾝ､ｺﾈｸﾀなど

約2%

㈱エスケイケイ 東広島 - (国内)東広島-携帯電話外装品 0.3%

㈱エスケー
       エレクトロニクス

天理､多気
亀山､堺(液晶) - (国内)天理､多気､亀山､堺(液晶)-液晶用ﾌｫﾄﾏｽｸ 36.8%

ＮＥＣトーキン㈱ 八尾
東広島など - (国内)八尾､東広島など-ﾉｲｽﾞ対策部品､ｽｲｯﾁ､ﾏｸﾞ

ﾈｯﾄなど -

ＮＳソーラーマテリアル㈱ 葛城 - (国内)葛城-太陽電池用多結晶ｼﾘｺﾝ -

㈱エヌテック
東広島
大和郡山
堺(液晶)ほか

-

(国内)東広島､大和郡山ほか－携帯電話､ﾓﾊﾞｲﾙﾂｰﾙ
など向け小･中型高精細液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(組立品)､堺
(液晶)-大型液晶ﾃﾚﾋﾞ向け高精細液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(組
立品)

100%

㈱エノモト 葛城
三原 - ○

(国内)葛城-ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ用LEDｾﾝｻ､三原-LED
(海外)ENOMOTO PHILIPPINE MANUFACTURINGから
P.T.Sharp Semiconductor Indonesia-LED､ﾘｰﾄﾞﾌ
ﾚｰﾑ

2.0%

エフ・シー・アイ・
             ジャパン㈱ 各工場

ｼｬｰﾌﾟ
  ﾏﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ
          ｼｽﾃﾑ
ｼｬｰﾌﾟ新潟
       電子工業
ｼｬｰﾌﾟﾀｶﾔ
   電子工業など

○

(国内)各工場－ｺﾈｸﾀ
(関連)ｼｬｰﾌﾟﾏﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ､ｼｬｰﾌﾟ新潟電子工
業､ｼｬｰﾌﾟﾀｶﾔ電子工業など－ｺﾈｸﾀ
(海外)FCIｸﾞﾙｰﾌﾟを通じてｱｼﾞｱ各拠点－ｺﾈｸﾀ

5～6%

第Ⅳ-４表　シャープグループの主要部品・部材調達状況⑵ ＜2010年度に液晶テレビの売上高8,200億円、全世界販売台数1,500万台を見込む＞

2009年度における液晶テレビ事業の売上高は、前年度比8.6%減の6,668億円と減少したものの、台数ベースでは
同1.8%増の1,018台と1,000万台の大台を突破し、需要は拡大傾向にあり、2010年度の売上高は同26.0%増の8,400億
円、販売台数は同47.2%増の1,500台を見込んでいる。
新技術パネルを採用したLED AQUOSに加え、3D液晶テレビを主軸として高価格帯製品を日本国内はもちろんのこ
と、中国、欧米市場でも拡販活動を展開、日本国内は前年度比1.4倍の780万台、中国は同2倍の240万台、米州は同
1.4倍、欧州は同1.6倍に販売台数を引き上げるとしている。
液晶テレビ全体のうち、3Dテレビの比率を5～10%まで比率を引き上げ、特に2009年度に販売が低迷した欧米地域
でのシェア挽回に力を注ぐとしており、ハイエンドモデルの販売増で、2011年度には3Dテレビの比率を日本国内で
50%、世界では20～30%まで高める方針である。

＜矢板(栃木)工場の機能を強化＞

同社は、2009年10月1日付の組織変更でAVシステム事業を束ねるAVシステム事業統轄を設置し、｢AVシステム事業
本部｣に加え、新たに設けた｢AVシステム管理本部｣｢AVシステム開発本部｣を編入、全ての本部長をAV機器のマザー
工場である矢板(栃木)工場に駐在させ、液晶テレビをはじめ、BD／DVDレコーダー、オーディオなど売上高の3分の
1以上を占めるAVシステムの事業体制を強化している。
今回の組織変更で、同工場の総従業員数は1,800名規模まで拡大、意思疎通のスピードアップを図り、企画・研
究開発から生産までを迅速に展開、グローバル市場で通用するモノづくりを強化していくとしている。

＜2010年度の中国液晶テレビ販売台数を240万台に拡大＞
中国では、低価格を武器とする現地メーカーをはじめ、韓国および欧米系メーカーがこぞって液晶テレビ市場に
参入し、激しいシェア争いを繰り広げており、日本国内でトップを誇る同社も苦戦を強いられ、2009年の市場シェ
アは4.7%と第8位(118万台を販売)に留まっている。2010年度は巻き返しを狙い、9月からAQUOSクアトロン3Dを発
売、まずは52型／60型の2機種をラインアップし、従来の2Dテレビでも4原色技術を駆使した高精細な液晶テレビを
拡充している。

第Ⅰ－４表　ＡＶシステム事業本部の事業戦略⑴
事
業
戦
略

海
外
戦
略

　 社会式株業工○○

会
社
概
要

］社　　本［ ○○○ 市 ○○ 166 　〒　　　　　　　 ○○○ － 0938 　電　　　 ○○○ － ○○○ － 1136
］金本資［ 7億 523,9 　　円万 　］者表代［　 ○　○　○　○ ］数総員業従［　　　 　 082 名　
］行銀引取［ 行銀陽紀 行銀ほずみ、 行銀都南、行銀なそり、
］品製要主［ 、機査検板線配トンリプ種各、）プンバ、層多、面両、面片（板線配トンリプルブシキレフ

工加グンミーォフロトクレエ、ーバーロプ、機磨研面鏡　　　　　　
］比成構［ どな板基子電 %09 機査検板基、 7%、 機磨研面鏡 %3

販

売

体

制

］績　　　業［ 結連　　 9002 　年 21 　期月 = 　　　 363,3 ▲経（　円万百　 624 －（率経）円万百 %）
　　 結連 0102 　年 21 　期月 = 　　　 431,4 経（　円万百　 44 （率経）円万百 %1.1 ）

］先引取要主［

）先入納（ 、ンョジシレプンノヤキ、ンノヤキ分大、ンノヤキ、クッニソナパ、プ－ャシ
イーコイセ、ンソプエーコイセ、ンョジシレプーコイセ、ーコリ、子電ンノヤキ、カスニ

機電洋三、プールグ器電下松、ルツスン 、密精洋三、 ニロトクレエマーュシンコ機電洋三
プールグーニソどなルカミケーニソ、ＳＣＭＥーニソ、ーニソ、スク 5～ %6 、 ルィフ士富

イレプスィデ・トスンバドア、機電菱三、ンノジフ、ム
ズイラクッビ、ーリナシマ工商士富、研技トンリプ栄協、業工クフズイ）先入仕（

のへプーャシ
況状入納 板線配トンリプ－原三）内国（
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